
全
管
連
新
会
長
に
藤
川
氏（
富
山
県
連
）

鹿
児
島
県
で
総
会
・
全
国
大
会

地
域
づ
く
り
の
担
い
手
確
保
へ

国
交
省

懇
談
会
人
口
減
少
で
将
来
像
な
ど
検
討

全
国
管
工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
（
大
澤
規
郎
会
長
）
は
七
月
三
日
、
鹿
児
島
市
の
城
山
ホ
テ
ル
鹿
児
島
で
第

五
十
九
回
通
常
総
会
を
開
き
、
新
年
度
事
業
計
画
案
な
ど
を
承
認
す
る
と
と
も
に
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
広
報
担
当
副
会
長
の
藤
川
幸
造
氏
（
富
山
県
連
・
藤
川
建
設
㈱
社
長
）
を
新
会
長
に
選
出
し
た
。
全
国
大
会
で

は
藤
川
新
会
長
が
力
強
く
所
信
を
表
明
し
、
災
害
や
改
正
水
道
法
へ
の
対
応
、
若
者
の
入
職
促
進
な
ど
を
盛
り
込

ん
だ
三
大
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
議
。
決
意
も
新
た
に
一
致
団
結
し
て
業
界
発
展
へ
邁
進
し
て
い
く
。

鹿
児
島
を
中
心
に
記
録
的

な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
か

総
会
に
は
会
員
四
十
九
団
体

が
出
席
。
大
澤
会
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
会
長
に

就
任
し
て
六
期
十
二
年
間
、

命
の
水
の
安
定
供
給
に
努
め

て
き
た
。
東
日
本
大
震
災
や

熊
本
地
震
の
発
生
、
水
道
法

の
改
正
な
ど
激
動
の
時
代
だ

っ
た
が
、
皆
さ
ま
の
ご
協
力

で
使
命
を
果
た
し
て
き
た
。

業
界
は
き
び
し
い
状
況
が
続

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
が
、

皆
さ
ま
が
一
致
団
結
し
て
対

処
し
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」
と
述
べ
、
勇
退
す
る

意
向
を
表
明
し
た
。

続
い
て
議
長
に
開
催
地
代

表
の
福
山
康
洋
鹿
児
島
県
管

工
事
業
協
同
組
合
連
合
会
会

長
、
副
議
長
に
永
田
豊
人
同

連
合
会
副
会
長
を
選
出
し
、

令
和
元
年
度
事
業
計
画
な
ど

四
議
案
を
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
し
た
。
新
年
度
は
重
点

事
項
と
し
て
①
地
震
等
緊
急

時
に
お
け
る
応
急
復
旧
工
事

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
②

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
能
力
評
価
制
度
へ
の
対

応
③
所
属
員
企
業
を
対
象
と

し
た
実
態
調
査
の
実
施
④
改

正
水
道
法
へ
の
対
応
⑤
業
界

Ｐ
Ｒ
・
入
職
促
進
の
動
画
と

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
―
―
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

全
国
大
会
で
は
藤
川
新
会

長
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
大

澤
会
長
は
長
年
に
わ
た
り
業

界
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

さ
れ
て
き
た
。
心
か
ら
感
謝

を
申
し
上
げ
る
。
身
に
余
る

大
役
を
拝
命
し
た
が
、
皆
さ

ま
の
ご
支
援
ご
協
力
を
得
て

全
力
で
努
め
た
い
。
業
界
の

担
い
手
を
安
定
的
に
確
保
す

る
た
め
、
行
政
や
関
係
団
体

と
連
携
し
て
技
能
労
働
者
の

処
遇
改
善
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
改
正
水
道
法

に
円
滑
な
対
応
が
図
れ
る
よ

う
最
善
を
尽
く
す
」
と
力
強

く
決
意
を
表
明
し
た
。

続
い
て
功
労
者
の
表
彰
を

行
い
、
来
賓
の
松
居
孝
道
国

土
交
通
省
建
設
市
場
整
備
課

企
画
専
門
官
、
是
澤
裕
二
厚

生
労
働
省
水
道
課
長
ら
が
祝

辞
を
述
べ
た
。
こ
の
あ
と
①

災
害
時
に
守
ろ
う
「
命
の

水
」
示
そ
う
「
全
管
連
の
組

織
力
」
②
水
道
法
改
正
を
好

機
と
し
て
全
管
連
の
さ
ら
な

る
飛
躍
に
つ
な
げ
よ
う
③
生

き
が
い
働
き
が
い
の
あ
る
職

場
づ
く
り
で
若
者
の
入
職
促

進
に
努
め
よ
う
―
―
の
三
つ

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
満
場
の
拍

手
で
採
択
。
ま
た
秋
山
雅
仁

青
年
部
協
議
会
会
長
が
活
発

な
活
動
報
告
を
行
っ
た
。

懇
親
会
に
は
約
六
百
五
十

名
が
出
席
し
、
桑
鶴
勉
鹿
児

島
県
議
会
副
議
長
の
音
頭
で

一
斉
に
乾
杯
。
歓
談
後
、
次

回
開
催
地
の
東
京
都
管
工
事

業
協
同
組
合
連
合
会
（
宮
崎

文
雄
会
長
）
が
登
壇
し
、
多

数
の
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

来
年
は
全
管
連
創
立
六
十
周

年
の
大
き
な
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
十
月
二
十
一
日

に
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
で
記

念
式
典
を
開
催
す
る
。

国
土
交
通
省
は
七
月
九

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
同
省

会
議
室
で
第
一
回
「
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
等
に
関

す
る
懇
談
会
」
（
座
長
・
小

田
切
徳
美
明
治
大
学
農
学
部

教
授
）
を
開
催
し
た
。
人
口

減
少
下
で
地
域
の
社
会
的
・

経
済
的
活
力
を
維
持
す
る
た

め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多

様
化
な
ど
を
踏
ま
え
た
地
域

づ
く
り
の
担
い
手
確
保
や
将

来
像
を
検
討
し
、
来
年
三
月

を
め
ど
に
支
援
策
の
方
向
性

を
整
理
す
る
。

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

社
会
で
地
域
の
社
会
的
・
経

済
的
活
力
を
維
持
す
る
に
は

関
係
人
口
（
地
域
外
の
人

材
）
を
含
む
地
域
の
活
動
人

口
の
比
率
を
高
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
ま
た
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
多
様
化
や
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
（
共
有

型
経
済
）
の
進
展
が
確
認
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

ら
の
動
向
を
踏
ま
え
た
関
係

人
口
の
現
状
と
将
来
像
を
見

え
る
化
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
同
懇
談
会
で
は

関
係
人
口
の
類
型
化
・
定
量

化
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て

い
く
。
新
た
に
関
係
人
口
の

実
態
把
握
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
け
、
地
域
づ
く
り

の
担
い
手
を
確
保
す
る
関
係

人
口
の
あ
り
方
や
今
後
の
拡

大
・
深
化
策
の
方
向
性
を
地

方
自
治
体
な
ど
に
提
示
す
る

方
針
だ
。

当
日
の
初
会
合
で
は
坂
根

工
博
同
省
国
土
政
策
局
長
が

冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
地

方
を
中
心
に
人
口
減
少
に
よ

る
過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
。

地
域
の
活
力
を
維
持
・
発
展

さ
せ
る
た
め
、
当
懇
談
会
に

は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
エ
コ
ノ
ミ
ー
、
地

域
づ
く
り
に
造
詣
の
深
い

方
々
に
集
ま
っ
て
い
た
だ
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら

幅
広
い
議
論
を
展
開
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
活

発
な
意
見
交
換
を
促
し
た
。

藤川新会長

城山ホテル鹿児島に結集

都管連が東京開催をアピール

福山県連会長

初会合で活発に意見交換

坂根局長
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